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＜連絡事項＞
・医薬品冷蔵庫のインスリンが凍っていることがありました。温度設定メモリが6になっていたため本日2にしておきました。メモリを弄らないようお願いします。凍ったインスリンは使用できない為梅内先生のご指導の下破棄しています。

＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～退院に向けて準備していく段階にある為、PT藤田へアセスメントとリハビリについて検討を依頼。朝・昼・夜にサークルで棟内5周3セットと、床上リハビリメニューを指導されている。内容きくときちんと指導した事を答えるが出来ている。リハビリでは疲労感ないが足がフワフワした感覚が残っていてうまく力が入らないと話す事あるが、自発的に行っている。見守りを
　　　　　　　お願いします。

・栗澤　みつ子様～尿漏れ2回あり主治医指示にてバルーン交換実施。次回2/17交換

・北村　イウ子様～肛門周囲のただれあり主治医よりアズノール処方ある。排便が続いているため患部の清潔・乾燥を保つ様お願いします。

・荒谷　拓行様～母親への主治医面談実施。病棟スタッフとSW同席。
本人の病棟での状態が落ち着いており、入院形態を切り替え今月中の退院を考えて行くことを主治医から母親へ説明している。
母親は概ね了承しているが、父親の家族への接する態度の問題等を話している。
主治医からは、必要であれば父親へも面談等を行う事も考慮すると説明していた。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察中は頻回に来詰され解体した内容の要求・話し掛け聞かれている。落ち着き無いが、不穏・興奮は無い。飲水要求は頻回では無く隠れての飲水も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中も臥床し過ごされており迷惑行為・問題行動無く開放観察終了している。自傷行為も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食拒食。適宜水分摂取は出来ている。朝食後薬は一部拒薬。興奮気味に主治医や特定スタッフへの不満述べられているが傾聴にて落ち着かれている。自傷行為への欲求が強く、統制出来ないと話されている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・土嶺　晴子様～昨日準夜帯にて低血糖(夕食前50㎎/dl　20:40 54mg/dl　21:00 66mg/dl)あり、軽度眩暈訴える。50％ブドウ糖20ml経口投与にて21:20 104mg/dl。本日田中Dr診察にて、本日昼からインスリン定期決め打ち中止。低血糖、高血糖時は田中Dr指示のスケールにて対応。毎週体重測定を行う事。他診療録参照。また本人の咳嗽が目立つため田中Drへ報告し診察あり。特に異常所見なし。

＜深澤Dr.患者様診察情報＞
・向谷地　忠様～処方変更や指示等なし。

・澤口　利香様～物へのこだわりや本人に行動について主治医から診察時説明しているも、自分の思い通りにならない事に対し訴えを繰り返している。また、自ら他者を煽り挑発している事も認めている。主治医からはハロペリドール混注DIV 1日2本が処方となっている。(2/4より開始)また、不穏時は継続指示の筋注を実施していくよう指示あり。

・小笠原　正成様～処方変更や指示等なし。

・沼畑　勲様～処方変更や指示等なし。

・飯田　修子様～先々に西病棟への移動を検討していくとの事。処方変更や指示等なし。

・栗澤　みつ子様～処方変更や指示等なし。

・沼畑　勲様～処方変更や指示等なし。

・山地　広人様～処方変更や指示等なし。

・荒谷　拓行様～16:30母親来院し、措置入院解除の為の面談を行っている。
処方変更や指示等なし。

・金澤　和夫様～2/4よりBS測定3検開始。処方変更や指示等なし。

・風穴　義信様～処方変更や指示等なし。

・石橋　公美子様～処方変更や指示等なし。

・下川戸　長司様～処方変更や指示等なし。
